
農村工学部門が実施する技術研修の紹介～若手技術者育成研修(2回目)が終了～ 
(農村工学基礎技術研修(第 2回)) 

 

 

技術移転部 技術研修室教務指導チーム長 加藤 孝 
 
10 月 25 日(火)から 12 月 9 日(金)までの約 7 週間の日程で実施された若手農業土木技術者を対

象とした今年度 2 回目の「農村工学基礎技術研修」が無事終了しました。 
本研修の前半部分の様子については先月の前回のメルマガで報告したので、今回は後半部分に

絞って、その取組状況につき紹介したいと思います。 
研修後半で実施したコンクリート実習については、学生時代にコンクリート実験を経験してい

ない者も多かったせいか、はじめは戸惑った研修生も多くいましたが、実習後半には積極的にス

ランプ試験や強度試験を行い、コンクリートについて学ぼうという姿勢が見られました。 
強度試験では供試体の破壊試験等を通じて、コンクリートの特性を目の当たりにし、この実体

験を今後の設計業務や施工管理業務に生かしたいと多くの研修生が話していました。 
研修のラスト 8 日間は、まさに現場での実務に直結する開水路、管水路及び擁壁の構造設計演

習の講義が行われました。日々現場で監督業務等に携わる研修生にとって最も関心の高いカリキ

ュラムの一つであり、研修生が演習に必死に取り組む姿が見られました。 
さらに、研修生は本研修を通じて得た知識や技術を活かしながら事例研究にも取り組みました。

各人が現場等において直面する技術的課題について、研修生同士での議論や自己学習を通じて研

究を行い、最終的に成果レポートとしてとりまとめを行いました。研修最終日には、農林水産省

や農村工学研究部門からの講師を招いて発表会を行い、活発に意見交換しました。 
この 7 週間の研修を終了して現場に戻った研修生が少しでも研修前に比べて成長したと、職場

の上司や先輩・同僚の方々に感じて頂ければ当部門としてもうれしい限りです。 
本研修を契機に若い農業土木技術者の方々の今後の更なる技術力の向上が期待されます。 
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「農村工学研究部門メールマガジン」第81号(2016年12月号)




